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ア
メ
リ
カ
白
産
主
構
造
と
八
大
耐
問
の
変
遷

第
八
十
四
巻

第

号

七

七

ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
財
閥
の
変
遷

I 

は

i1; 

き

し

大
恐
慌
k
そ
の
改
良
主
義
的
危
機
克
服
策
と
し
て
の
エ
ュ

1
デ
ィ

l
ル、

次
い
で
第
二
次
大
戦
と
そ
り
後
の
「
平
和
時
」
の
恒
久
的
半
軍
事
経
済
へ

申
移
行
が
米
国
経
済
の
構
造
に
大
き
な
変
化
を
も
士
ら
し
た
事
は
云
う
ま

で
も
な
い

G

所
得
革
命
論
、
株
式
民
主
化
論
、
経
営
者
革
命
論
、
銀
行
支

配
消
滅
論
、
人
民
資
本
主
義
論
等
は
こ
の
「
構
造
変
化
」
の
代
表
的
「
理

論
」
で
あ
る
が
、
本
柄
で
は
経
済
構
造
変
化
の
一
側
面
と
し
て
、
こ
の
時

期
に
米
同
の
各
財
閉
が
ど
の
様
に
不
均
等
発
展
し
士
か
、
そ
の
理
由
は
何

か
を
考
察
す
る
事
に
し
よ
う
。

こ
の
考
察
を
行
う
第
一
の
理
由
は
、
財
閥
の
理
論
的
実
証
的
研
究
を
前

進
さ
せ
る
事
が
現
代
資
本
主
義
研
究
の
鎚
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

人
民
白
内
部
に
矛
盾
が
あ
る
如
く
、
土
配
階
級
l
独
占
資
本
家
階
級
の

内
部
に
も
矛
庖
が
あ
り
、
こ
れ
は
其
々
産
業
的
金
融
的
利
害
に
従
っ
て
各

財
閥
の
対
立
(
お
互
の
問
で
の
〕
と
統
一
(
労
働
者
階
級
そ
の
他
の
勤
労

金

重

喜

日干

市
民
諸
層
に
対
す
る
)
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
各
財
閥
の
最
大

限
の
「
支
配
利
潤
」
を
求
め
る
運
動
が
、
所
謂
最
大
限
利
潤
法
則
白
木
質

と
そ
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
之
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
亡
」
の
三
つ

の
源
泉
は
既
に
説
明
済
で
あ
る
。
)

文
各
財
閥
は
そ
の
産
業
的
金
融
的
利
害
に
従
っ
て
異
っ
た
諸
要
求
を
政

府
に
提
掘
し
、
そ
の
実
現
の
為
に
大
衆
に
訴
え
、
大
衆
を
動
員
し
て
相
戦

っ
て
い
る
の
で
、
各
町
闘
の
産
業
的
余
融
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
、

古
記
階
級
の
内
部
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
国
家
の
経
済
・
財
政
金

融
・
外
交
諸
政
策
の
矛
庸
を
解
明
す
る
基
健
在
な
る
か
ら
で
あ
る
ロ

第
二
の
理
由
は
不
均
等
発
展
法
則
へ
の
接
近
を
試
み
る
事
で
あ
る
。
経

済
的
政
治
的
発
展
町
一
不
均
等
性
は
帝
国
主
義
の
一
大
特
刑
判
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
法
則
の
理
論
的
実
一
市
的
研
究
は
少
数
の
秀
れ
た
研
究
を
除
き
殆

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
八
大
財
閥
の
不
均
等
発
展
を
統
計
的
に
考
察
す
る
事
か
ら
始

め
よ
う
。
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門
司
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門
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0
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『
吉
岡
旦
昔
話
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同
同
N
h
p
L
m
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量
2
・]u
・
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・
酬
稿

ヴ
ィ
ク
タ
l

バ
l

ロ
「
故
一
曲
の
金
融
苛
国
」
(
経
情
論
叢
第
八
二

巻
第
一
号
所
収
)
参
照
。
(
最
大
限
支
配
利
潤
法
則
心
理
論
的
解
明

は
他
日
を
期
し
て
い
る
)
。

働

国
E

出

P
E
E
-
甲
宮
岡

E
E
E
E
O
間
宮
町
旬
何
回
同
凸

Z
同
皇
居
富
国
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p
o弓
臼
田
邦
訊
大
月
版
三
四
人
頁
u

ω
マ
ル
百
四
エ
ン
選
集
第
二
巻
五

0
0頁。

ω
レ
l
ニ
ン
二
巻
選
集
第
一
巻
第
六
分
冊
二
三
五
頁
a

M
W

例
え
ば
島
恭
彦
教
指
『
現
代
地
方
財
政
論
』
。

E 

八
大
財
閥
の
不
均
等
発
展
(
統
計
的
考
察
)

一
九
三
九
年
に
発
表
さ
れ
た
、
最
も
著
名
な
財
閥
の
研
究
で
あ
る
全
国

資
瀕
委
員
会
の
『
ア
メ
り
カ
経
済
の
構
造
」
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
寡
頭
制

の
中
心
と
し
て
、
モ
ル
ガ
ン
H
H
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ッ
ク
プ
ー
ヲ
!
、

タ
ン
ロ
ェ
フ
、
メ
ロ
ン
、
シ
カ
ゴ
、
〕
ア
ュ
ポ
ン
、
グ
リ
ヴ
ラ
ソ
ド
、

ボ
ス
ト
ン
の
八
財
閥
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
最
大
二
五

O
社
の
全
資
産
の
六

二
%
を
支
配

L
て
い
る
と
述
ベ
、
一
九
三
五
年
現
在
の
支
配
資
産
官
部
門

別
に
表
示
し
て
い
る
。
(
前
1
表
参
照
)

こ
の
研
究
は
最
大
二
五

O
社
以
外
の
小
会
社
と
共
同
支
配
の
会
社
を
除

外
し
て
い
る
の
で
、
若
干
不
十
分
で
は
あ
る
が
当
局
の
各
財
閥
の
大
体
の

力
関
係
を
表
現
し
て
い
る
k
云
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
第
一
に
確
認
し
て
お
き
た
い
事
は
、
最
も
強
大
な
モ
ル
ガ
ソ
。

ア
メ
リ
カ
白
産
業
構
造
と
八
大
財
閥
の
変
遷

八大財閥の支配置産〈百万弗)1935年

，---_._--IPe五福戸函;了同記訂正五Z7「Z71
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ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
λ
肘
閥
の
変
遷

第
一
デ
シ
ョ
ナ
ル
(

J

、

カ

l
〉
財
閥
は
最
大
二
五

O
社
の
う
ち
三
六
社

を
支
配
し
、
産
業
、
公
益
、
鉄
道
、
銀
行
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
優
位
を
占

め
、
特
に
公
銭
と
鉄
道
で
圧
倒
的
な
強
味
を
持
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

第
二
に
、
総
資
産
に
お
い
て
第
二
位
に
あ
る
ク
ン
ロ
ェ
プ
財
問
は

主
と
し
て
鉄
道
部
門
に
立
脚
し
て
、
工
業
的
基
礎
を
持
た
な
い
事
で
あ
る
e

第
三
に
、
石
袖
産
業
主
銀
行
に
強
刀
な
足
場
を
も
っ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
閥
は
支
配
資
産
額
に
お
い
て
第
三
位
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
他
メ
ロ
ン
財
閥
は
右
油
、
ア
ル
ミ
、
電
機
、
鉄
鋼
と
範
囲
が
広
く
、

デ
で
ホ

γ
は
自
動
車
、
化
学
、
ゴ
ム
の
三
大
会
社
を
支
配
し
、
ク
リ
l
ヴ

ラ
シ
ド
は
鉄
鋼
業
で
毛
ル
ガ
ン
に
次
ぐ
権
力
を
も
っ
て
い
る

Q

ボ
ス
ト
ン
財
閥
は
主
と
し
て
軽
工
業
を
支
配
す
る
が
、
金
融
力
で
は
弱

体
で
あ
り
、
シ
カ
ゴ
肘
閥
が
モ
ル
ガ
ン
に
次
ぐ
金
融
力
を
持
っ
て
い
る
事

に
注
意
し
て
お
こ
う
。

で
は
こ
れ
が
戦
後
ど
の
様
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ハ

l
ロ
は
-
九
五
四
年
に
、
モ
ル
ガ
ン
、
ロ
ッ
グ
プ
エ
ラ

1
、
シ
カ
ゴ
、

メ
ロ
ン
、
デ
ュ
ポ
ン
、
ク
り

1
ヴ
ラ
ン
ド
、
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
テ
ィ

銀
行
、
ア
メ
り
カ
銀
行
(
ジ
ァ
ニ

l

ニ
)
の
八
大
財
閥
が
、
全
会
社
総
資

産
の

1
一4

以
上
に
当
る
一
二
八

O
億
弗
の
資
産
を
支
配
し
、
彼
ら
の
結

合
せ
る
経
済
的
影
響
は
経
済
の
「
殆
ん
ど
完
全
な
支
配
」
を
意
味
す
る
と

述
べ
、
五
五
年
現
在
の
入
大
財
閥
の
支
配
資
産
を
部
門
別
に
表
示
し
て
い

る
。
(
第
2
表
参
照
)

こ
の
研
究
は
戦
前
の
研
究
の
後
に
明
白
か
と
な
っ
た
資
料
を
採
用
し
て

第
八
十
四
巻

七
回

第
一
号

七
回

い
る
の
で
比
較
的
完
全
で
あ
り
、
従
前
の
研
究
と
長
な
っ
て
、
各
財
閥
O

力
闘
係
の
劇
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、
こ
の
八
大
財
閥
は
全
国
資
県
委
員
会
の
入
財
閥
と
長
な
り
、

人大財閥の支配資産1955年(百万針J)第 2表

「-
金市商副輸送公益|問財
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ロ
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シ
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戦
前
の
八
財
閥
の
う
ち
支
配
資
産
に
お
い
て
第
二
位
の
ク
ン

E

ロ
ェ
プ

財
問
と
、
同
七
位
の
ボ
ス
ト
ン
財
閥
と
は
も
は
や
主
要
財
閥
之
み
な
さ
れ

な
い
で
脱
落
し
、
代
っ
て
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
あ
る
司
R
E
Z
E
H
。E
-

3
 

ロH
H

可
回
M
M

ロ
骨
(
ス
チ
ル
マ
ン

H
W

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
)
と
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
の
出
何
回
甘
え

k
p
E
2
5
p
同
財
閥
が
況
模
と
範
囲
を
拡
大
し
て
入
大

財
閥
の
陣
列
に
加
わ
フ
た
事
で
あ
る
。

第
二
点
は
そ
ル
ガ
ン
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
の
二
頭
支
配
は
法
本
的
に
維

持
き
れ
て
い
る
が
、
こ
の
枠
内
で
そ
ル
ガ
ン
の
相
対
的
一
読
退
と
ロ
ッ
グ
フ

一二フ

l
の
急
速
な
膨
脹
が
み
ら
れ
る
事
だ
あ
る
。
そ
ん
ガ
ン
の
永
年
目
同

盟
者
第
一
ナ
シ
豆
ナ
ル
銀
行
ハ
一
一
ュ
当

l
ク
)
が
ナ
シ
塁
ナ
ル
シ
テ

ィ
銀
行
と
合
併
し
て
、
そ
ん
カ
ン
の
勢
h
H
圏
を
離
れ
、
又
そ
の
他
若
干
の

重
要
会
社
。
支
配
を
失
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
ヴ
ク
フ
エ
ラ
ー
は
製
造
業
鉱

業
に
お
い
て
第
一
位
を
占
品
、
愉
送
公
益
に
も
進
出

L
て
第
二
位
主
な
り
、

金
融
力
に
お
い
て
も
そ
ル
ガ
ン
と
ほ
ぼ
措
抗
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
帥
ク
リ
ヴ
ラ
ン
ド
財
閥
が
そ
ル
ガ
ン
の
犠
牲
に
お
い
て
輸
送
公

誌
に
進
出
し
た
事
、
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
、
ア
メ
り
カ
銀
行

の
両
新
人
は
共
に
金
融
力
に
お
い
て
秀
れ
て
い
る
革
、
シ
カ
コ
財
閥
削
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
足
場
を
も
ち
、
ウ
ォ
i
ル
街
の
阿
巨
頭
に
続
い
て
第
三
位

に
あ
る
事
(
シ
カ
ゴ
は
伝
統
的
に
反
ウ
ォ

l
ル
街
の
指
導
者
で
あ
る
)
。
デ

ェ
ポ
ン
主
メ
ロ
ン
の
工
業
的
基
盤
は
県
固
で
あ
る
事
等
に
注
意
し
な
け
れ

4
 

ば
な
ら
な
い
。

次
に
各
財
閥
の
得
た
利
潤
の
増
大
率
を
調
べ
て
み
よ
う
。
(
第
3
表山空間川〕

ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
λ
財
閥
心
変
遷

第3表入大財閥の利潤

(，)"1後利潤)の増大1929ー 1955

ユ600/0増刻

23811 11 

38511 " 

376!1 I! 

:=149 f! !I 

32511 /1 

14411 11 

fL 311/ 11 

1 11%減少;

Victor Per1o， The E由主ireof 

High Finance， p. 127. 

全会社平均

8 肘間合計

メ ロ ン財閥

デュポン"

ロヅタフ~ヲー- " 

クリーグラ γ ド H

シカコ H

モルガン"

ポストン H

クー γ ・ロェプ"

資
産
の
比
較
と
利
潤
の
比
較
と
は
、
産
業
部
門
が
具
る
と
固
定
資
本
の

比
重
や
資
本
の
回
転
率
等
が
具
る
の
で
意
義
を
具
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
コ
放
的
に
製
造
業
、
鉱
業
会
社
白
百
万
弗
の
資
産
は
、
公
益

輸
送
の
百
万
弗
の
二
乃
至
三
倍
、
同
じ
く
令
融
機
関
の
主
乃
至
一
O
伯
の

利
潤
を
生
色
号
、
成
長
の
可
能
性
を
よ
り
良
く
表
現
す
る
か
ら
で
あ

ヲ
匂
。

一
九
二
九
五
五
年
の
期
間
の
各
財
閥
の
主
要
会
社
の
利
潤
の
変
化
率

を
み
る
と
、
入
財
閥
の
う
ち
メ
戸
ン
、
デ
ュ
ポ
ン
、
ロ
ヴ
タ
フ
エ
ラ
l
、

ク
リ
!
ヴ
ラ
ゾ
ド
の
四
財
閥
は
三
二
五
%
か
ら
さ
一
八
五
%
迄
の
非
常
に
高

い
増
大
半
世
一
が
し
て
い
る
凶
に
対
し
、

V
カ
ゴ
と
モ
ル
ガ
ン
は
八
財
閥
平

均
の
二
三
八
怖
は
お
ろ
か
、
全
会
社
平
均
の
一
六
O
%
。
噌
大
率
巴
も
達

せ
ず
、
ボ
ス
ト
ン
は
僅
か
=
一
一
%
の
増
大
、
(
物
仰
が
二
倍
に
な
っ
た
事

第
八
十
四
巻

七
百

第
一
号

七
五



ア
メ
り
カ
り
産
業
構
造
と
八
大
財
問
。
変
遷

を
考
慮
せ
よ
ぱ
タ
l
γ

る。

ロ
ェ
プ
の
如
き
は
逆
に
絶
対
的
に
減
少
し
て
い

で
は
こ
の
様
な
不
均
等
発
展
は
E
う
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
下

こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
各
産
業
部
門
の
不
均
等
発
展

ハ
各
企
業
の
一
小
均
等
発
展
)
、
金
融
構
造
の
変
化
(
各
機
関
の
相
対
的
重
要

性
の
変
色
、
地
域
的
不
均
等
発
浜
、
政
治
権
力
へ
の
司
会
加
に
お
け
る
不

均
等
H
H
経
済
政
策
の
不
均
等
な
影
響
、
(
亦
以
上
全
て
を
通
じ
て
客
観
情

勢
に
対
応
す
る
政
策
転
換
の
適
切
さ
と
誤
謬
)
等
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

紙
数
の
都
合
上
産
業
構
造
の
変
化
に
問
題
を
し
ぼ
り
各
部
門
の
不
均
等
発

展
を
財
閥
の
不
均
等
発
展
の
原
悶
主
し
て
の
み
考
察
し
、
不
均
等
発
展
そ

り
も
の
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
各
部
門
に
つ
い
て
の
独
立
論
文
で
取
扱
う

事
に
し
よ
う
。

ω
Z
E
F自
己
目
Z
E耳
呂
円
。

E
E言
。
入
以
後

Z
回
口
〉

M
-
E
h同
判
官
官
高
。
¥
』
遣
。
コ
町
内
富
岡
町
。
き
苦
い
子
唱
門
「
H

V

ω

可

ω
〈
-
M
U
O
口
。
姐
晶
E
N・
}
唱

H

呂田

ω
J・
D
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
の
一
子
孫
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
テ
ィ
銀
行
の
ヌ
チ
ル
マ
ン
一
族
と
結

婚
に
よ
っ
て
結
合
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
本
家
し
ζ

は
尚
密
按
で
あ
る

が
拙
自
の
財
閥
と
な
。
て
い
る
。

ゆ

Z

同
-
n
・

4
・
2
F
3・
日
目
出
品
と

H
l
z
o
h

問
自

E
R
E

h
r
ω
m
O
G
E
5
F
(
以
後
H
L

同
・
匝
〉
出
向
言
。
y
f
u
ヨ
E
H
か
ら
計
算

し
た
、
一
九
一
二
丘
凶
八
年
の
民
主
党
政
権
期
の
各
財
閥
り
資
産
の

第
八
十
四
巻

七
ノ、

第
一
号

増
大
事
も
同
様
。
傾
向
を
示
し
て
い
る
山

切
戸
可
耳
目
0

・
4
丘町
4

同

U
H
S

E 

産
業
構
造
の
変
化

七
六

け
経
済
白
重
化
学
工
業
化

一一一

0
年
代

μ後
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
、
北
小
国
産
業
の
部
門
別
構
成
は

明
僚
に
重
化
学
工
業
化
の
似
向
を
示
し
て
い
る
。
(
第
4
表
参
照
)

即
ち
一
九
三
九
1
五
四
年
の
期
間
に
、
軽
工
業
部
円
で
あ
る
宜
品
、
煙

草
、
繊
維
、
衣
服
、
印
刷
出
版
、
皮
草
目
木
製
品
各
工
業
が
い
ず
れ
も
比

重
吉
減
じ
、
合
計
四

0
・
四
%
か
ら
二
九
・
三
%
へ
と
減
少
L
た
の
に
対

し
、
重
化
学
工
業
で
あ
る
化
学
・
加
工
金
属
、
機
械
工
業
、
電
気
機
械
、

輸
送
設
備
、
持
具
工
業
は
い
ず
れ
も
比
重
を
高
出
、
パ
片
プ
製
紙
工
菜
、

第
一
次
金
属
を
加
え
る
と
合
計
四
六
・
四
弘
か
ら
一
主
北

-odwへ
と
増
大

し
て
い
る
。

川
村
に
織
維
工
業
の
衰
退
と
、
電
気
機
械
、
輸
送
設
備
、
機
械
工
業
の
増

大
は
印
象
的
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
こ
の
軽
工
業
の
京
退
、
置
化
学
工
業
化
の
傾
向
が
、

重
化
学
工
業
に
有
力
な
足
場
を
持
た
な
か
っ
た
ク
i
ン

E

ロ
ェ
ァ
、
ボ
ス

ト
ン
、
シ
カ
コ
財
闘
の
相
対
的
弱
化
を
規
定
し
た
最
も
重
要
な
要
因
で
あ

ろ
う
。

!lJ 

歴次
史に
a'j カ
変プ
イ七ヲ
をン
検の
討liIf
L 究"
よ t亡
う従

勺

(て
第
5 最
表大
参百
日司王:
)業

会
社
の
部

「可
J]I] 
構
成
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佐

一

一
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円
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叫

ト

1
0

ヰ
寸
白
川

第 4表

工
業
と
二
位
に
践
ん
で
い
る
。

そ
の
他
化
学
了
一
業
、
電
気
機
械
工

業
、
小
売
業
、
ゴ
ム
及
映
画
産
業
の

進
出
に
対
し
て
、
非
鉄
金
属
、
食
品

工
業
、
私
的
輸
送
、
石
炭
工
菜
、
皮

革
業
、
繊
維
産
業
の
相
対
的
衰
退
に

注
意
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

こ
こ
か
ら
吾
々
は
一
般
的
に

ω重

化
学
工
業
の
軽
工
業
に
対
す
る
優
位

の
増
大
、
具
体
的
に
は
、

ω輸
送
手

段
に
お
け
る
重
要
件
の
変
化
(
自
動

車
、
航
空
機
対
鉄
道
三
期
エ
不
ル

ギ
l
供
給
構
造
の
変
化
(
石
油
対
石

炭)、

ω鉄
鋼
金
属
鉱
業
に
お
け
る

重
要
性
白
変
化
(
鉄
、
銅
対
ア
ル
ミ
)
、

ω某
他
祈
興
産
業
部
門
主
衰
退
す
る

部
門
(
例
え
ば
化
学
対
綿
繊
維
産
業
)

等
白
傾
向
を
指
摘
す
る
事
が
で
き
る
。

で
は
そ
の
各
々
が
各
財
閥
に
ど
の
様
な
影
響
を
甘
え
た
か
、
を
見
る
事

に
し
よ
う
。

ω
同
P
1
D
P
町
帯
同
誌
な

4
3詰

shM
円
。

E
Y書
、
ぬ
旬
、

asp

一
九

O
九
年
か
ら
同
八
年
迄
り
構
成
の
変
化
は
ま
こ
と
に
著
し
い
も
の

が
あ
り
、
九
年
に
百
社
中
十
四
社
総
資
産
の
三

0
・
八
%
を
占
め
た
鉄
鋼

業
は
四
八
年
に
は
九
社
十
一
・
九
%
へ
と
減
少
し
て
、
七
社
七
・
四
%
か

ら
十
七
社
二
八
八
特
へ
と
急
激
に
成
長
し
た
石
油
産
業
に
指
導
権
を
奪

わ
れ
、
八
社
七
・
五
%
か
ら
七
社
十
一
・
九
%
へ
と
飛
躍
し
た
輸
送
設
備

ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
六
財
閥
の
買
運

第
八
十
四
巻

七
七

第

マ

七
七



ア
メ
リ
カ
内
産
業
柏
造
と
八
大
財
閥
の
変
遷

百大工業会社の部門別府成

〈会社数と資産%)

ー仁三ιコ二豆:
鉄鋼業 111社 30.8%19社 11.9~も

非 鉄 金 属 1 12社 9.4% 1 7社 5.7% 

』食料品工業 1 10社 8.2% 1 7社 4.3悌

輸送設備! 8社 7.5% I 7社 11.Q特

石油工業 1 7祉 7.4% 1 17社 28.8% 

私 的 輸 送 1 5社 5.6% 1 --一
化学工業 I8社 4.5% 
石炭鉱業 1 6社 4.2% 

煙草産業 1 2社 3.8% 

電気設備及機械 I4社 百円特

皮草業 1 2社 2.2% 
コム産業 I 4社 1.9ljも

融維製品 I2社1.3骨

小売業 I 1社 0.65%

材木及製紙 I3社 1.80/0 

映 画

ガラス工業

第
八
十
四
巻

第
一
号

七

ノ'"

七
戸、

し
て
一
入
・
七
%
主
な
り
、
石
油
バ
イ
ア
管
輸
送
も
九
・
七

%
か
ら
一
五
・
六
%
へ
主
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
旅

客
輸
送
に
つ
い
て
も
見
ら
九
、
五
四
年
に
は
自
動
車
が
企
旅

客
運
輸
の
九
一
・
九
%
を
占
め
ゐ
の
で
あ
る
。
交
通
業
国
民

所
得
で
の
鉄
道
の
比
重
は
二
九
年
の
六
九
・
三
%
か
ら
五
五

年
の
四
回
目
九
%
へ
と
大
巾
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
鉄
道

の
「
衰
退
L

と
そ
!
タ
リ
ゼ

1
シ
宮
ン
の
増
大
は
財
閥
の
勢

力
配
置
を
大
き
く
変
え
た
の
で
あ
る
。
即
も
一
九
年
に
は
十

億
弗
会
社
六
社
の
う
ち
四
社
迄
鉄
道
会
社
で
あ
る
事
実
が
示

す
様
に
鉄
道
業
を
二
分
し
た
モ
ル
ガ
ン
と
ク
ン
ロ

L

プ

が
八
財
閥
の
一
、
二
位
を
占
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
鉄
道
の

低
利
潤
率
k
不
安
定
性
は
主
と
し
て
鉄
道
に
立
脚
L
た
タ
ー

ン
ロ
ェ
フ
の
没
落
と
モ
ル
ガ
ン
の
損
失
、
ク
り
l
ヴ
ヲ
ン

ド
の
鉄
道
へ
の
侵
入
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

三
五
年
に

N
-
Y
セ
γ
ト
ラ
ル
、
ア
レ
ゲ
ィ
ユ

l
、
大
北

部
、
ア
チ
ソ
ン
ト
ベ
カ
&
サ
ン
タ
フ
ヱ
、
南
部
太
平
詳
、
西
部
太
平
洋

等
六
大
鉄
道
、
総
資
産
九
六

-
b
八
億
、
全
体
の
一
二
九
・
九
%
を
支
配
し

た
モ
ル
ガ
ン
問
、
四
八
年
末
に
は
十
四
鉄
道
八
二
・
五
払
馬
主
資
産
額

を
減
じ
、
ア
レ
ゲ
ィ
一
一
、

N
-
Y
セ
ン
ト
ラ
ル
の
支
配
権
か
ク
リ
l
ヴ

ラ
ン
ド
財
閥
り

R
・
ヤ
ン
グ
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

叉
三
五
年
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
一
一
ア
、
ユ
エ
オ
ン
ム
平
洋
、
南
部
大
平
洋

と
十
億
弗
鉄
道
三
社
を
含
め
て
七
鉄
道
、
九
九
六
三
億
弗
、
全
体
の
四

8.4 % 

0.34')も

3.4 % 

6.9 ちも

4社 2.8% 

2肘 0.2% 

8社 5.880/'，

3社 1.4悌

一一一 ←一一 I 4社 1.5 ')も
l社 0.35')も 1 2社日目83%

Kaplan， ot 出 t..pp. 136-140 より作成。

10社

1社

3社

6社

第 5表
伺
輸
送
手
段
に
お
け
る
重
要
性
の
変
化

レ
l
z
v
J
は
鉄
道
統
計
が
も
っ
て
「
全
世
界
経
済
に
お
け
る
資
本
主
義

及
び
金
融
資
本
の
発
達
速
度
の
相
違
に
関
す
る
甑
め
て
正
確
な
資
制
町
」
と

考
え
て
重
要
視
し
た
が
、
今
や
輸
送
手
段
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
円
動
車
、

航
空
機
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
主
要
性
が
増
大

L
、
鉄
道
の
比
重
は
減
退

の
一
路
を
辿
っ
て
い
る
。
第
6
哀
が
一
日
ヂ
様
に
鉄
道
は
全
貨
物
輸
送
の
六

四
・
四
%
か
ら
丘

0
・
四
私
へ
と
低
下
し
た
が
、
同
動
車
は
比
重
を
倍
加
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第6表

鉄

次
に
自
動
車
化
、
と
鉄
道
の
電
化
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
が
輸
送
設
備
業
界
に
及

ぼ
し
た
影
響
を
み
よ
う
。
(
第
7
表
)
九
年
に
百
大
会
社
の
中
に
入
っ
た

入
社
の
う
ち
六
社
迄
鉄
道
設
備
工
業
、
そ
し
て
五
社
迄
モ
ル
ガ
ン
財
閥
で

あ
っ
た
が
、
二
五
年
に
全
機
関
平
の
九
九
%
を
占
め
た
蒸
気
機
関
車
は
五

四
年
に
は
二
五
九
州
刊
に
激
減
し
代
っ
て
デ
ィ
ゼ
ル
電
気
機
関
車
が
七

一
-
一
二
怖
を
占
め

12い
う
技
術
革
新
の
結
呆
、
旧
鉄
道
設
備
会
社
は
没

落
し
モ
ル
ガ

γ
財
閥
に
損
害
を
与
え
た
。
即
ち
五
ハ
年
の
百
大
会
社
に
僅

か
一
つ
浸
っ
た
有
名
な
プ
ル
マ
ン
は
メ
ロ
ン
財
閥
系
と
な
り
、

M
ケ
ロ
y

グ
を
合
併
し
て
主
製
品
を
右
泊
加
工
製
品
に
変
え
ハ
こ
の
場
合
合
同
は
不

利
な
部
門
か
ら
の
資
本
移
動
の
形
態
)
、
旧
モ
ル
ガ
ン
系
蒸
気
機
関
車
会

社
の
合
同
の
結
果
成
立
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
シ
・
リ
マ
ハ
ミ
ル

l

ン

〔
戸
ッ
タ
フ
エ
ラ
1

H
メ
ロ
ン
財
閥
)
に
と
っ
て
、
機
関
車
は
第
三
位
の

製
命
》
売
L
古
一
三

opnな
す
に
士
ぎ
な
い
。
そ
し
て
今

h
d・-叫

1
弐

が
機
関
車
の
七
六
%
(
五
丘
年
)
誌
を
生
産
し
て
、
自
動
車
と
鉄
道
設
備

と
航
中
山
惜
エ

γ
。J
y
、
輸
送
設
備
の

G
-
M

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
白
動
車
産
業
を
み
よ
う
。

フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
巳
よ
り
安
価
な
大
衆
車
の
生
産
に
成
功
し
た
自

動
車
工
業
は
二

0
年
代
以
来
急
速
に
発
展
し
て
米
国
の
重
要
崖
哀
の
一
つ

k
な
っ
た
。

米
経
済
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
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宅
人
に
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台
の
自
動
毛
L

純
所
得
の

〔

nv

1
了
、
四
C
O
億
弗
以
上
が
自
動
車
の
購
入
維
持
費
、
自
動
車
工
業
は
鉄

鋼
り
二
O
%
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鉛
の
四
C
%
、
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ジ
オ
の
半
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イ
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第 7表 百大工業会社に入る輸送設備会社の構成
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ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
財
閥
の
変
遷

融
に
必
要
な
令
融
力
の
独
占
、
販
売
網
の
独
占
、
部
品
供
給
の
独
占
、
国

《

符

)

防
注
文
の
独
占
に
立
脚
し
た
漁
L
い
独
占
的
問
争
の
結
果
、
」
ア
で
れ
γ

H

モ
片
ガ
)
〆
両
財
閥
の
金
融
力
を
バ
ァ
ク
に
す
る

G

M
が
そ
の
他
二
社
を

追
越
し
、
三
O
年
の
一
二
四
%
か
ら
五
八
年
に
は
五
一
一
%
と
北
重
を
高

め
た
が
、
独
立
王
国
フ
ォ
ー
ド
は
凹
O
%
か
ら
三
人
七
%
へ
と
比
重
を

低
め
て
い
る
。
そ
し
て
一
六
・
六
豆
%
を
占
め
た
独
立
会
社
は
木
刀
打
で

き
ず
、
岐
収
、
合
併
で
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

自
動
車
の
王
者
G
・
M
は
自
動
車
の
み
な
ら
ず
、
パ
ス
の
八
O
%
、
機

問
中
加
の
七
六
%
を
生
産
し
、
航
中
機
エ
ン
ジ
ン
三
大
メ

n叫
ヵ
!
の
一
で
あ

り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
工
業
固
定
設
備
の
四
一
%
を
所
有

L
、
そ
の
他
土
木
設

備
、
電
気
冷
蔵
庫
の
最
大
メ
カ
ー
で
あ
り
、
五
O
年
の
全
会
社
利
潤
凹

(
n
v
 

O
二
億
弗
の
う
ち
、

G
-
M
の
み
で
一
八
億
弗
即
四
・
五
%
を
占
め
、
六

O
億
の
資
産
を
所
有
、
六
二
四
万
人
を
雇
川
し
で
一
二
四
億
弗
を
売
上

げ
る
(
在
五
年
)
と
い
う
ベ
ス
ト
テ
ン
第
一
位
へ
の
躍
進
に
は
軍
事
経
済

の
影
響
か
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
り
で
あ
ヮ
て
、

G
-
M
は
最
大
の
軍
需
注

釘

》

(
m
M
》

文
の
契
約
畠
で
あ
り
、
八
億
弗
の
国
有
工
場
を
用
い
て
、
全
軍
需
注
文
の

ハ
犯
》

七
弘
を
独
占
し
て
い
る
死
円
一
商
人
で
あ
る
。

そ
し
て
G

M

の
勃
興
こ
そ
デ
ュ
ポ
ン
化
学
と
と
も
に
プ
ュ
ポ
ン
財
閥

が
頭
角
を
現
わ
す
に
至
っ
士
主
要
な
原
因
で
あ
る
。

次
に
航
空
機
産
業
を
み
土
う
。

四
八
年
に
は
カ
1
チ
ス
・
ラ
イ
ト
の
み
が
百
大
会
担
で
あ
っ
た
航
古
属

産
業
は
、
五
六
年
に
は
十
社
が
笠
場
し
(
第
7
表
参
照
)
、
今
や
従
業
員
数

第
八
十
凹
巻

/、、

第

号
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ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
財
閥
の
変
遷

凡
そ
九

O
万
人
で
.
世
界
最
大
を
誇
る
自
動
車
産
業
よ
り
一

O
引
も
多
い

米
国
最
大
の
雇
用
産
制
ド
な
っ
た
。
こ
の
急
速
な
発
展
は
勿
論
軍
事
経
済

の
お
蔭
で
、
技
術
研
究
で
も
需
要
の
面
で
も
殆
ん
ど
軍
事

K
Y存
す
る
。

四
0
1五
O
年
の
生
産
四

O
万
台
の
内
、
八

C
M判
迄
が
軍
用
で
あ
り
、
又

国
防
注
文
の
七

O
%以
ょ
が
航
空
機
ミ
サ
イ
ル
で
、

f-oi五
五
年
の
十

大
軍
事
契
約
者
の
入
社
迄
が
航
空
機
産
業
で
あ
る
。
政
府
工
場
を
利
用
L
、

H
前
払
w
を
え
て
の
軍
需
注
文
は
高
利
潤
の
源
吟
で
同
八
年
の
五
よ
会
社

町
利
潤
率
は
六

O
%と
推
定
さ
れ
る
。

か
〈
て
三

0
年
代
に
は
投
機
的
産
業
主

4
な
さ
れ
G
・
M
が
ノ
1

ス

ア
メ
リ
カ
ン
、
ベ

γ
デ
ィ
ジ
ク
ス
、
グ
グ
ヲ

A
t、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ

ィ
(
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
の
前
身
)
が
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
ボ
ー
イ

(

抑

》

ン
ク
を
支
配
し
、
そ
の
他
メ
戸
ン
の
影
響
が
み
ら
れ
る
以
外
は
中
小
財
闘

が
参
加
し
て
い
た
が
、
今
平
第
7
表
に
明
ら
か
な
和
三
最
大
十
社
は
第

-
+
Y
Z

ナ
ル
・
シ
テ
ィ
四
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、
カ
り
フ
才
ル
一
一
ヤ
二
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、
モ
ル
ガ
ン
二
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デ
ュ
ポ
ン
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メ
ロ
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n
ロ
ッ
ク
フ
ェ
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主
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財
閥
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。
第
一
ナ
シ
ョ
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7
ォ
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一
一
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八
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財
閥
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潤
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あ
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。
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あ
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・
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デ
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岡
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独
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独
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あ
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∞
ロ

川
w
n
同
開
・
国
〉
置
。
ュ
z
m
H
M
何
回
国
・
開
冨
E
E
・
同
E
苦
言
2
0
H

』
さ
G
3
m
m
冨
宮
岳
民
号
・
司
寸
団
内
・
・
d
f
寸
司
胃
J
-
0
・
0喝

2
r
H
V
・
日
同
日
・

州
問
有
沢
広
己
「
カ
ル
テ
ル
a
ト
ラ
ス
ト

E

コ
ン
ツ
Z

ル
ン
』
上
告
一

二
三
頁
。

剛

司

』

骨

H

m

-

E

も

E
T
邦
訳
一
人
人
頁

D

同
州
毛
凡
ガ
ン
の
U
S
ス
チ
ー
ル
支
配
方
式
は
司
同
V
2
E
・
4
・

里
子
咽
-
v
・
色
匂
]
E
C
I
A
H
M
:
出
回
・
問
。
p
m
o
円
悶
ロ
ロ
口
〉
G
c
r
。
F

M
1
M
d
a
ぬ
亘
弘
円
。
、
~
宮
、
ミ
g
s
官
、
。
~
v
r
s
♂
の
何
百
世
阿
国
円
、
何
回
戸
、
邦

語
文
献
で
は
鎌
田
正
三
『
ア
メ
リ
カ
の
独
白
企
業
』
第
一
章

u

小
原

敬
士
「
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
の
形
成
』
第
凹
章
。

同
州
同
m
w
u
E
F
品
a
N
S
唱
回
目
・

綱
同
E
S
Z
・
呂
町
l
E
0
・

同
阿
』
・
問
。
n
E
S
Z
F
出
R
H
S
ヨ
ミ
』
ま
ぬ
3
2
目

間
百
円
件
。
可
唱
。
門
戸
O
-

』
ヨ
ヰ
目
S
H
S
官
、
首
『

a
F
邦
訳
六
二
頁
。

側
但
し
固
定
資
本
額
。
同
戸
川
門
'
ロ
4
・
q
子
、
切
・
5

ω
4
・
H
V
耳
目
。
・
U
寸
言
同
器
官
z
o
h
h
喝
、
"
可
草
書
記
-
V
回
日
由

同
判
」
『
目
立
子
恒
-
U
N印

同
四
「
同
〉
・
足
言
。
し
宮
守
叫
寸
見
ミ
・
邦
訳
三
六
頁
。

第
八
十
四
巻

第

号

ノに

じ

八
じ



ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
財
開
の
変
遷

同
其
の
他
新
興
産
業
部
門
と
表
返
す
る
部
門

其
の
他
財
閥
の
力
関
係
の
変
化
に
関
係
の
あ
る
重
要
部
門
と
し
て
は
化

学
、
電
機
、
繊
維
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

化
学
産
業
は
そ
の
著
し
い
技
術
革
新
に
よ
っ
て
医
薬
品
、
塗
料
、
化
粧

品
、
肥
料
、
燥
薬
か
ら
、
人
絹
レ
ー
ヨ
ン
、
合
成
ゴ
ム
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
》

迄
続
々
之
新
製
品
新
過
程
が
出
現
し
、
今
や
「
ア
メ
リ
カ
第
一
の
産
業
」

に
成
長
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
九
年
に
百
大
会
社
中
入
社
総
資
産
の
四

4
%を
占
め
た
化

学
産
業
は
四
八
年
に
は
十
社
八
回
世
と
比
重
を
倍
加
し
て
レ
ぉ
。
(
第

日
表
)

そ
し
て
三

0
年
代
の
デ
ュ
ポ
ン
、
ユ
ユ
オ
ン
、
プ
ラ
イ
ド
の
鼎
立
は
戦

後
デ
ュ
リ
ホ
ン
、
ユ
一
一
オ

γ
両
雄
の
対
立
に
変
化
し
た
。
特
に
デ
ュ
ポ

ν
は

高
い
集
中
型
全
一
市
L
、
更
に
原
子
力
産
業
へ
も
進
出
し
た
化
学
産
業
の
王

者
で
あ
る
。
又
ロ
ソ
ク
フ
ェ
ラ

H

メ
ロ
ソ
系
ユ
ニ
オ
ン
も
原
子
力
産
業

に
進
出
し
て
激
し
い
競
争
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
化
学
産
業
の
急
速
な
発

展
こ
そ
デ
ュ
ポ

y
財
閥
勃
興
の
主
要
要
凶
の
一
つ
で
あ
る
。

電
機
産
業
も
急
速
に
発
展
し
た
部
門
の
一
つ
で
あ
る
。

有
沢
教
授
は
「
帝
国
主
義
的
時
代
の
指
標
と
な
る
の
は
電
力
利
用
の
発

達
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
電
力
は
技
術
的
合
理
化
(
特
に
フ

ィ
ー
ド
・
バ
ァ
ク
・
オ
l
ト
メ

1
ン
R

ン
)
の
不
叫
欠
の
過
程
と
し
て
ユ

説
的
消
費
が
増
大
し
て
い
る
計
り
で
な
く
、
最
近
で
は
家
庭
的
一
電
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。

第
八
十
四
巻

ノに

ノ¥

第
一
号

ノ1

ノ¥

こ
の
分
野
で
は
モ
ル
ガ
ン
が
首
位
の

G
・
E
、
国
際
電
信
電
話
、

国
際
事
務
機
械
を
支
配
、

p
v

ク
プ
ェ
ラ
が
ア
リ
ス
よ
R
・
C
-

A
を
立
配
、
ウ
ェ
ス
チ
ン
ク
ハ
ウ
ス
は
メ
ロ
ン
、
ウ
て
ス
タ
ン
は
モ
ル
ぶ

ン
と
共
同
支
配
L
て
そ
ん
ガ
ン
と
ロ
ァ
ク
フ
ヱ
ヲ
!
の
優
位
が
目
立
っ
て

い
る
。
そ
し
て
G
-
E
と
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
λ

は
原
子
力
産
業
で
も
激

L
い
闘
争
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
社
を
同
財
閥
が
支
配
し
て
い
る

事
は
、
原
子
力
主
オ
!
ト
メ
シ
三

γ
の
将
来
の
経
済
に
お
い
て
も
一
一
頭

支
配
が
続
く
事
を
活
味
す
る
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ス
教
夜
間
綿
繊
維
産
業
を
「
士
気
泡
喪
、
利
益
な
き
生
直
、
地

域
的
移
動
左
失
業
」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
第
一
部
門
の

優
先
的
発
展
法
則
に
よ
り
、
具
体
的
に
は
大
衆
の
消
費
を
制
限
す
る
軍
事

経
済
と
消
費
構
造
の
変
化
、
合
成
織
維
の
進
出
に
よ
り
ニ
L
l
・
イ
γ
グ

ラ
ン
ド
の
綿
業
は
致
命
制
打
駆
を
う
け
て
レ
る
。
こ
の
衰
退
こ
そ
こ
の
中

心
地
ポ
久
ト
ン
財
閥
の
落
伍
の
主
要
原
因
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
り
で
あ

る。

ω
三
菱
経
済
研
究
所
『
世
界
経
済
の
現
勢
」
凹
七
三
頁
。

川
仰

aa

目
。
ロ
F
O
E
S
E
E
E
q
=
3
S
E
E
m
s
H
m
g
L
'

。
国

側

同

右
E
P
4
2
T
唱。・

5
∞
E
C

ω
』回。。
E
Z
Z
F
邦
訳
(
下
巻
)
六
六
七
二

H
Q
P
B
P
E
F
邦

れ
二
羽
五
六
五
参
照
。

防

止

T
E
2一回

h--2・
』
な
さ
一
R
K
1
3
M
J』苫

2
E
a這
日
三
宮
山
叫
古
川
崎
温
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ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
主
人
大
問
関
心
変
浩

第
八
十
四
巻

出
血
言
。
宮
内
示
室
t
h
吉
田
喜
F
百
江
口
・

ω
有

沢

広

己

「

カ

ル

テ

ル

ト

フ

ス

ト

コ

γ
ツ
エ
ル

γ
』
上
巻
二
三
五
頁
。

め

江

田

〈

E
F
Dも
・
皇
、
足
邸
中

MU?

司
印
口
⑦
百
円
-
え
ロ
。

E
E
0
2
9
回

E
冒

Eu

h
N
邑
g
N
N
q
p
E日

H
u
R》
目

白

Nlω'
】
日
報
統
計

局
「
外
国
経
済
統
計
年
報
』
五
主
年
版
三
九

頁。ω
宅
』
色
町
民

MF
。
色
白
川
、
足
立
宅
向
。
h
』
さ
ね
I

言
語
同
誌
を
号
E

納
米
人
一
人
当
り
の
綿
、
羊
毛
及
び
人
造
織

維
の
消
費
量
は
五
の
年
の
凹

O
-
四
封
度
か

ら
主
五
年
の
三
六
五
封
皮
へ
と
減
少
し
、

消
費
者
の
全
吏
山
中
繊
維
品
が
占
め
る
割
合

は
三
九
年
に
は
八
・
七
M
初
で
あ
り
た
が
、
主

O
年
か
ら
五
二
年
ま
で
は
七
・
六
%
乃
至
七

人
明
、
五
三
年
に
は
七
・
一
%
、

E
T
年
に

は
六
・
七
%
と
減
少
の
一
時
を
た
ど
っ
て
い

る
》
日
課
統
計
局
、
前
掲
吾
四
四

l
七
瓦
。

日
本
紡
輯
月
報
一
九
五
六
年
九
月
号
二
三
頁

参
照
。

品
川
W4
 
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
成
立
期
に
お
け
る

ノk

九

第
一
号

ノ1
九



ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
肘
関
心
理
選

ュ

l

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
綿
支
の
高
い
地
位
に
つ
い
て
は
小
原
敬

士
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
心
形
成
』
第
二
茸
、
「
ア
メ
り
カ
に
お
け

る
し
一
場
制
度
の
発
生
」
(
横
浜
商
事
専
門
学
問
研
究
論
集
第
二
輯
)

工
場
移
動
に
つ
い
て
は
〉
E
E
F
前
掲
J

ハ
ロ
頁
。

結

tY 

以
上
吾
々
は
重
要
産
業
の
財
閥
別
編
成
と
そ
の
不
均
等
発
展
を
検
討
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
若
干
の
理
論
的
提
言
を
し
よ
う
。

同
日
不
均
等
発
展
は
三
方
向
で
起
っ
て
い
る
。
第
一
は
事
事
的
意
義
を

も
っ
部
門
(
航
空
機
、
ア
ル
町
二
電
子
エ
業
原
子
力
)
。
第
三
は
新
原
料

を
生
産
す
る
分
野
(
ア
ル
ミ
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ヴ
ク
、
合
成
繊
維
)
。
第
三
は

新
し
い
消
費
財
(
自
動
車
、
テ
レ
ピ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
空
気
調
節
装
置
)

を
生
産
す
る
部
門
が
急
凍
に
発
展
し
て
い
る
。

仲
技
術
進
歩
の
不
均
等
性
は
財
閥
の
不
均
等
発
展
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
。
例
え
ば

U
目

5
・
ス
チ
ル
は
原
料
独
占
に
立
脚
し
て
基
準
価
格

制
、
価
格
指
導
制
を
採
用
し
自
己
の
独
占
支
配
を
強
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
屑
鉄
使
用
と
い
う
技
術
革
新
が
そ
の
原
料
独
占
の
威
力
を
弱
め
立
地

構
造
を
不
利
に
し
競
争
者
を
有
利
に
し
た
事
。
交
通
「
革
命
」
が
鉄
鋼
界

で
軽
量
鋼
主
々
自
ク
リ
グ
ラ
ン
ド
、
燃
料
で
は
元
は
不
用
物
で
あ
っ
た

ガ
ソ
リ

γ
を
主
製
品
の
-
つ
に
変
え
石
炭
対
石
田
の
比
重
を
逆
転
L
、
ロ

ッ
ク
フ
ヱ
ラ
ー
の
急
速
な
発
展
の
原
因
と
な
っ
た
如
き
E
あ
る
。

伺
財
閥
の
支
配
分
野
の
変
化
は
財
閥
が
全
体
と
し
て
最
大
限
の
支
配

第
八
十
四
巻

第
一
号

九。

九
り

利
潤
を
え
ん
と
寸
る
衝
動
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
川
ち
生
産
の
一
小
均
等
、
利

潤
率
の
不
均
等
に
従
っ
て
各
財
閥
は
最
も
不
利
な
部
門
か
ら
手
を
引
き
有

利
な
部
門
に
資
本
を
集
中
せ
ん
止
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
衰
退
財
閥

ハ
例
ク
l
ン
・
ロ
ェ
フ
)
は
不
利
な
部
門
(
鉄
道
)
か
ら
手
を
引
き
、
勃

興
部
門
に
立
脚
す
る
勃
興
財
閥
は
同
一
部
門
に
投
資
を
拡
大
す
る
事
が
不

剥
な
場
合
、
他
部
門
に
進
出
す
る
。
こ
れ
が
哀
退
部
門
の
場
合
侵
入
は
容

易
で
支
配
株
は
安
価
に
獲
得
で
き
る
が
、
強
力
な
独
占
部
門
(
例
え
ば
自

到
車
)
の
場
合
に
は
カ
イ
ザ
の
失
敗
が
一
万
す
様
に
侵
入
は
梅
度
に
困
難

で
あ
る
。
従
勺
て
場
在
で
も
部
門
聞
の
資
本
移
動
(
利
潤
率
の
均
等
化
)

傾
向
は
存
存
す
る
が
、
最
も
強
力
な
独
占
部
門
(
と
く
に
自
動
車
、
石

油
)
で
は
侵
入
は
阻
止
さ
れ
る
。
(
↓
部
門
間
利
潤
率
格
差
の
恒
久
化
)

伺
「
独
占
」
概
念
は
往
々
に
し
て
単
な
る
産
出
の
集
中
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
独
占
主
財
閥
の
論
理
的
関
連
を
明
確
に

L
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば

G
-
M
と
プ
ォ

1
ド
を
同
列
に
自
動
車
独
占
と
規
定
す
る
の

は
不
十
分
で
あ
る
。
プ
ォ
ド
は
自
動
車
の
み
り
独
占
で
あ
る
に
刻
し
、

G
・
M
は
デ
品
川
市
ン
財
閥
(
自
動
車
独
占
十
ゴ
ム
独
占
+
化
学
独
占
十
銀

行
独
占
)
系
の
自
動
車
独
占
な
の
で
両
者
が
競
争
す
る
と

G

M
が
有
利

と
な
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
そ
ル
ガ
ン
(
鉄
道
独
占
+
鉄
鋼
独
占
+
銅
独
占
+
電
機
独

占
+
右
炭
独
占
+
公
益
独
占
+
銀
行
保
険
独
占
)
、
ロ
y

タ
フ
み
ラ

(
石
油
独
占
+
電
機
独
占
+
化
学
独
占
+
鉄
鋼
独
占
+
航
空
磯
独
占
+
銀

行
保
険
独
占
)
と
い
う
様
に
産
業
的
金
融
的
基
礎
を
具
に

L
、
こ
こ
に



利
害
対
立
の
基
礎
が
あ
る
。

伺
独
占
と
競
争
は
四
つ
の
場
合
に
区
別
さ
れ
る
。
第
一
は
同
一
部
門

を
同
一
財
閥
が
支
配
す
る
場
合
。
例
え
ば
ジ
カ
ゴ
財
閥
は
精
肉
業
を
支
配

し
、
農
民
か
ら
は
独
占
的
低
価
格
、
消
費
者
へ
は
独
占
的
高
怖
格
k
い
ち

有
利
な
地
位
に
あ
り
E
つ
競
争
製
品
が
な
い
の
で
、
技
術
革
新
は
既
存
投

資
を
害
さ
な
い
範
囲
に
制
御
抑
制
さ
れ
る
。

第
二
は
同
一
部
門
で
数
財
閥
、
数
巨
人
が
競
争
す
る
場
合
。
こ
の
場
合

に
は
一
面
提
携
一
面
闘
争
で
、
生
死
を
賭
す
闘
争
は
行
わ
れ
な
い
。
(
但

し
中
小
会
社
は
破
滅
さ
せ
ら
れ
る
)
。
例
え
ば
、
自
動
車
の
場
合
、
一
一

0

年
代
に
フ
ォ
ー
ド
は
コ
ン
ベ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
価
格
競
争
を
挑
ん

だ
が
、
戦
後
、
三
巨
人
は
師
格
競
争
を
き
け
て
い
る
。
「
平
和
的
」
続
苧

の
時
期
に
は
価
格
競
平
は
抑
制
さ
れ
る
が
、
平
和
は
い
つ
ま
で
も
続
く
と

は
限
ら
な
い
。
不
均
等
発
展
は
市
場
再
分
割
の
為
の
闘
争
を
不
可
避
と
す

る
也
五
五
年
の
電
機
産
業
の
価
格
競
争
が
こ
れ
で
あ
る
。

第
三
は
競
争
部
門
を
同
一
財
閥
が
す
記
す
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
石

油
宮
支
配
す
る
ロ
ザ
グ
フ
ェ
ラ
が
原
子
力
を
支
配

L
た
な
ら
ば
、
原
子

力
の
平
和
的
利
用
は
石
油
投
資
に
害
を
与
え
な
い
様
抑
制
さ
れ
る
だ
ゐ
う
。

第
四
は
競
争
部
門
(
例
え
ば
鉄
道

l
自
動
車

l
航
牢
機
〕
を
異
っ
た
財

閥
か
支
配
す
る
場
合
で
、
こ
の
場
合
激
し
い
競
争
、
技
術
革
新
は
避
け
ら

れ
な
い
の
鉄
と
銅
か
握
る
モ
ル
ガ
ン
に
対

L
ア
ル
ミ
の
メ
ロ
ン
の
闘
争
が

こ
れ
で
あ
る
a

メ
ロ
ン
は
欽
に
侍
か
し
か
権
益
を
持
た
な
い
の
で
、
遠
直

な
し
に
技
術
革
新
す
進
め
、
ア
ル
~
、
の
価
格
低
下
に
よ
り
既
成
の
鉄
銅
市

ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
入
大
財
閥
の
変
遷

場
に
切
込
ん
で
い
る
。

肘
私
的
独
占
は
国
家
独
占
L
よ
η

て
補
完
補
強
さ
れ
る
c

「
民
主
」

的
政
府
は
世
論
の
手
前
と
選
挙
の
都
合
上
犬
衆
の
要
求
に
譲
事
L
、
支
配

的
財
閥
の
利
能
を
擁
護
ず
る
為
弱
小
財
閥
、
反
対
派
財
閣
の
利
誌
を
犠
牲

に
す
る
事
が
あ
る
が
(
総
資
本
的
利
益
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
)
一
般
に

私
的
独
占
を
補
強
す
る
。
例
え
ば
F
・
D
-
ル
ー
ズ
ヴ
ι

ル
ト
政
府
に
よ

る
そ
ル
ガ
ン
財
閥
の
「
攻
撃
」
(
金
融
改
革
、

T
V
A
、
セ
ン
ト
・
ロ

ν
γ
ス
開
発
の
場
合
)
、
石
油
水
没
地
法
に
苅
す
る
ト
ル
l
マ
ン
(
そ
ん
芹

ソ
系
)
と
ア
イ
ゼ

γ
ハ
ウ
ア

1

(
ロ
y

ク
ブ
エ
ラ
l
系
〕
の
態
度
の
相
違
、

ト
ル

l
マ
ン
時
代
の
政
府
工
場
処
分
に
お
い
て
、
共
和
党
系
財
閥
メ
ロ
ン

の
支
配
す
る
ア
ル
ミ
の
場
合
に
は
三
分
割
し
て
民
主
党
系
政
商
カ
イ
ザ
1

k
レ
イ
ノ
ル
ズ
を
創
出
L
、
鉄
鋼
業
の
場
合
に
は
大
部
分
を
U
・
5

ス

チ
ー
ル
に
与
え
て
モ
ル
ガ
ン
財
閥
を
強
化
し
た
事
。

G
・
M
社
長
C
・
E
-

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
防
長
官
就
任
と

G
・
M
の
国
防
注
文
独
占
、
北
米
フ
イ

リ
ッ
プ
ス
社
に
対
す
る
海
軍
者
の
プ
ヲ
ソ
ク
・
リ
ス
ト
に
よ
る
電
機
カ
ル

テ
ル
の
補
強
、
テ
キ
サ
ス
川
鉄
道
蚕
員
会
に
よ
る
石
油
統
制
a

そ
れ
故
財

閥
に
し
r
っ
て
世
論
と
官
僚
の
買
収
、
政
党
献
金
は
「
正
常
な
笛
業
に
と
っ

て
不
可
欠
」
の
経
費
と
な
る
。
(
現
代
資
本
主
義
国
家
に
お
け
る
汚
職
の

必
然
性
)
。
従
っ
て
吾
々
は
「
全
能
の
経
済
的
独
出
の
形
成
」
か
ら
不
可

避
的
に
発
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
支
配
関
係
と
そ
れ
に
関
連
す
る
強
制
の

関
係
」
と
し
て
レ
l

ニ
ン
の
挙
げ
た

ω原
料
の
剥
奪
、
倒
労
働
力
の
剥
奪
、

制
輸
送
の
引
奪
、

ω販
路
の
剥
奪
、
同
購
買
者
と
の
協
定
、
制
価
格
の
計
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ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
造
と
八
大
肘
阿
の
夜
遅

国
的
引
下
げ
、
同
信
刊
の
剥
奪
、
似
ボ
イ
コ
ヅ
ト
宣
言
[
レ

l
ユ
ン
「
帝

国
主
義
論
』
(
凶
民
文
庫
コ
一
五

l
七
一
且
)
。
]
に
加
え
て
、
政
治
的
独
占
の

形
成
に
土
る
強
制
関
係
と
し
て
、
川
開
国
家
に
よ
る
原
料
、
労
働
力
、
輸
送
、

信
用
の
特
恵
と
剥
奪
、
M
間
出
家
注
文
の
独
占
、
阿
国
家
に
よ
る
強
制
カ
ル

テ
ム
戸
、
仰
国
家
に
よ
る
ポ
イ
コ
y

ト
、
同
制
組
税
特
権
の
授
与
、
削
固
有
財

踏
の
独
内
的
略
奪
等
を
加
え
ね
ば
な
ら
向
。

帥
政
治
的
条
件
の
経
済
及
財
閥
に
及
ぼ
し
た
不
均
等
な
影
響
を
素
描

す
れ
ば
、
先
つ
経
済
軍
事
化
は

ω消
費
財
の
発
展
を
抑
制
す
る
事
に
よ
っ

て
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
コ
財
閥
に
不
利
に
、
倒
航
空
機
、
ア
ル
ミ
、
電
子
、

鉄
鋼
、
化
学
、
石
油
、
自
動
車
の
急
速
な
発
達
に
、
従
っ
て
そ
ん
げ
ガ
ン
、

ロ
ヅ
タ
フ
エ
ラ
l
、
デ
ュ
ポ
ン
、
メ
ロ
ン
、
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
カ
リ
フ

オ
ル
ニ
ヤ
の
発
肢
に
貢
献
し
土
事
。
叉
現
共
和
党
政
府
が
ロ
y

ク
フ
エ
ラ

ー
の
指
導
下
に
あ
る
事
は

ω石
炭
か
ら
町
石
油
合
成
の
抑
制
、

ω原
子
力

発
電
の
抑
制
、
同
明
石
油
独
占
の
為
の
帝
国
主
義
政
銃
ハ
同
円
市
場
に
立
脚

す
る
中
西
部
は
平
和
と
軍
縮
を
嬰
求

)ω
西
独
重
点
の
欧
州
政
鉱
(
伝
統

的
に
モ
ル
ガ
ン
は
英
仏
色
、
ロ
ァ
タ
ア
エ
ラ
ー
は
独
と
金
融
関
係
が
深
い
)

伺
中
酉
部
の
為
に
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ
ン
λ

の
開
発
(
こ
れ
は
ラ
プ
ヲ
ド
ル

か
ら
鉄
鉱
石
を
輸
入
す
る
ク
リ
ヴ
ラ
ン
ド
財
閥
を
強
め
、
且
っ
そ
ル
ガ

ン
の
鉄
道
の
比
重
を
弱
化
す
る
の
で
そ
ル
ガ
ン
は
猛
烈
に
反
対

)ω
一小況

対
策
と
し
て
も
自
動
車
独
占
、
中
西
部
を
中
心
と
寸
る
公
共
事
業
主
東
西
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貿
易
よ
り
、
後
進
国
で
の
制
限
戦
辛
政
策
の
と
ら
れ
る
司
能
性
が
強
い
。

伺
総
体
と
し
て
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ

[
U
メ
ロ
ン
を
中
軸
と
し
て
グ
り
ヴ
ラ

ン
ド
、
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
目
シ
ブ
ィ
が
相
対
的
に
よ
り
利
益
を
獲
得
し
た

左
い
い
う
る
。
そ
L
て
今
後
の
発
展
の
中
心
は
原
子
力
、
電
子
、
石
油
、

化
学
部
門
と
な
り
以
上
の
戦
略
地
点
を
撮
る
ロ
グ
タ
フ
了
プ
l
、
モ
ル
ガ

ン
、
プ
ュ
ポ
y
、
メ

p
y
が
将
来
一
流
財
閥
と

L
て
発
展

L
、
其
他
財
閥

は
落
航
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
将
来
の
変
化
に
つ
い
て
い
え
ば
後
進
国
の

民
族
運
動
は
ロ
y

グ
フ
エ
ラ
!
と
メ
ロ
ン
に
怖
に
打
撃
を
与
え
る
で
あ
ろ

う
し
、
も
し
民
主
党
政
権
が
成
立
し
、
大
衆
的
圧
力
の
許
に
「
新
」
=
ュ

I
一フィ

l
ル
政
策
が
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
今
度
は
モ
ル
ガ
ン
H
ぃ
デ
ュ
ポ
ン

同
盟
が
相
対
的
優
位
を
え
る
だ
ろ
う
。

刊
一
般
に
国
家
独
占
資
本
主
義
論
は
財
閥
問
題
を
理
論
に
汲
み
入
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
同
家
の
経
済
に
対
す
る
影
響
は
財
閥
が
そ
の
産
業
的
金

融
的
利
害
、
思
想
的
立
場
に
よ
っ
て
分
裂
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
財
閥

(
財
閥
同
盟
)
が
政
権
を
握
る
か
に
従
っ
て
経
済
政
策
は
当
然
異
な
り
、

影
響
も
不
均
等
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
金
融
構
造
の
変
化

は
則
闘
の
力
関
係
の
変
化
の
有
力
な
原
因
で
あ
る
が
、
こ
の
分
析
は
後
日

に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
本
稿
は
五
八
年
十
月
十
六
日
京
都
大
学
経
済
字
会
で
な
さ
れ
た
報
告

に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
)
。


